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概要
✓ Coset space dimensional reduction(CSDR)：次元還元(高次元 → 4次元理論の手続き)の一種
✓ 余剰空間の対称性 vs ゲージ対称性 → 4次元でのゲージ群と場の表現が決まる
✓ 4+8次元のゲージ理論から標準模型フェルミオンを複数世代含む4次元理論が得られた

1. 序論～Higgs場の起源とゲージヒッグス統合理論～

2. Coset space dimensional reduction

3.  CSDRによる 4+8 次元模型の探索

4. 解析と結果

① 要請に合う商空間 S/R ⇒ ad S = ad R + (SO(8) 8v の R 分解)により R⊂SO(8) を決定

② R x H ⊂ G (up to U(1))となるゲージ群Gを洗い出す ⇒ dim F ≲ 1000 でCSDRを実行

(1) 標準模型フェルミオンが1世代分揃わない
(2) スカラー/フェルミオンの片方しか出ない

× (望ましい模型が得られない)
(3) スカラー場が出ない
(4) 標準模型のハイパーチャージを再現しない

〇(現象論的に興味あり？)

・ SO(10) GUT-like な模型(標準模型にどう破る？)
・ 標準模型フェルミオン複数世代(ぴったり3ではないが…)
・ U(1)Lμ－Lτチャージと同じ割り当て(クォークにも割り当てがある…)

5. 展望

・ 作業仮設の緩和 特に R の U(1) 因子の数を増やす / dim F の上限を撤廃する
・ 解析の半 ⇒ (ほぼ)全自動化
・ ポテンシャルの解析 出てきたスカラーがどのように働くか(SM Higgs? GUT breaking?)
・ U(1)Lμ－Lτ模型をはじめ3世代構造との関連を詳細に調べる
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